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7『朱子語類』巻第八十四
礼一
　論考礼綱領（礼の綱領に関する考察）
【 1】
　禮樂廢壞二千餘年。若以大數觀之、亦未爲遠、然已都無稽考處。後來須有一箇大大底
人出來、盡數（1）拆洗一番（2）、但未知遠近在幾時。今世變日下、恐必有箇「碩果不食（3）」
之理。　必大
〔校注〕
　※本条は楠本本巻八十四にはなし。
〔訳〕
　礼楽が荒廃して二千年あまりになる。長い歴史の年数から見れば遠く隔たってしまっ
たわけでもないが、もはや詳細に考えるすべはない。今にきっとすごい人間が出てき
て、きれいに整頓してくれるだろうが、それがいつのことかはわからぬ。今は世の中が
日に日にひどくなっているが、きっと「碩果、食らわれず」の道理はあるはずだ。 
 （呉必大）
〔注〕
（ 1） 盡數　　すべて。『京本通俗小說』の「錯斬崔寧」に「卻去房中、將十五貫錢盡
數取了」とある。
（ 2） 拆洗　　洗い流す、きれいに整理する。『語類』巻百十五・訓門人三・39条に「若
論來如今事體、合從頭拆洗、合有決裂做處、自是定著如此」（Ⅶ・二七八一）とある。
（ 3） 碩果不食　　大きな果実が一つ食べられずに残っている。『易』剥卦・上九の語。
剥 は陰が下から増大して陽が消えかかっているかたち。一番上の上九娘が碩果をあ
らわす。朱熹『周易本義』によれば、もし有徳の君子が上にいれば、下の衆陰姪によ
ってかつぎ上げられて碩果が残るが、小人が上にいれば、せっかくの碩果も剥ぎとら
れてなくなってしまうという。「一陽在上、剥未盡、而能復生君子在上、則爲衆陰所
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戴。小人居之、則剥極於上、自失所覆而無復碩果」。この卦は要するに、乱の極まる
時であり、また太平の復帰が期待される時でもある。
【 2】
　禮學多不可考、蓋其爲（校1）書不全、考來考去、考得更沒下梢（1）、故學禮者多迂闊。
一緣讀書不廣、兼亦無書可讀。如周禮「仲春敎振旅、如戰之陳（2）」、只此一句、其間有
多少事。其陳是如何安排、皆無處可考究。其他禮制皆然。大抵存於今者、只是箇題目在
爾。　必大
〔校注〕
　※本条は楠本本巻八十四にはなし。
（校 1） 「其爲」、正中書局本は「爲其」。朝鮮整版考異に、一に「爲其」に作るという。
〔訳〕
　礼学はわからない点が多い。たぶんそれは書物が不完全なためで、あれこれ考えれば
考えるほど結論が出なくなる。だから礼の研究者はたいてい迂遠になってしまう。一つ
は読む書物の範囲が狭いためだが、また、読むに値する本がないためでもある。たとえ
ば『周礼』の「仲春には振旅を教う、戦の陳の如し」だが、この一句だけでもどれほど
の事柄が含まれていることか。この陳（隊列）をどう配置するかは、まったく調べよう
がない。ほかの礼制もみなそうだ。だいたい今残っているのは項目にすぎない。
 （呉必大）
〔注〕
（ 1） 下梢　　結果、結末。『語類』巻九・論知行・42条に「今既要理會、也須理會取透。
莫要半靑半黃、下梢都不濟事」（Ⅰ・一五四）とあり、巻百十二・論官・46条にも「若
不公、便是宰相、做來做去、也只得箇沒下梢」（Ⅶ・二五三五）とある。
（ 2） 仲春敎振旅、如戰之陳　　『周礼』夏官大司馬に「中春敎振旅、司馬以旗致民、
平列陳、如戰之陳」とある。
【 3】
　古禮繁縟、後人於禮日益疏略。然居今而欲行古禮、亦恐情文（1）不相稱、不若只就今
人所行禮中刪修、令有節文（2）・制數・等威（3）足矣。古樂亦難遽復、且於今樂中去其噍
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殺促數之音（4）、并考（校1）其律呂、令得其正。更令掌詞命之官（5）製撰樂章、其間略述敎
化訓戒及賓主相與之情、及如人主待臣下恩意之類、令人歌之、亦足以養人心之和平。周
禮歳時屬民讀法（6）、其當時所讀者、不知云何。今若將孝弟（校2）忠信等事撰一文字、或
半歳、或三月一次、或於城市、或於郷村聚民而讀之、就爲解説、令其通曉、及所在立粉
壁（7）書寫、亦須有益。　必大
〔校注〕
　※本条は楠本本巻八十四にはなし。
（校 1） 「考」、正中書局本・朝鮮整版は「攷」。
（校 2） 「孝弟」、正中書局本・朝鮮整版は「孝悌」。
〔訳〕
　古礼は繁雑で微細にわたるため、後世の人間は礼をどんどん粗略にしていった。とい
って、今の時代に古礼を実行しようとしても、おそらく世情と儀礼の形式が一致しな
い。むしろ今の人が行なっている儀礼を削除補訂して洗練したものにし、きまりを定
め、身分や地位に応じたいでたちを整えれば、それで十分だろう。古楽もにわかには復
元できない。ひとまずは今の音楽から、もの悲しくてせっぱつまったメロディーを削除
するとともに、音律を検討して正しい節回しにする。さらに、辞令をつかさどる役人に
音楽をきちんと作らせる。そこに教化や訓戒、賓客と主人の間に通いあう心情、君主が
臣下をもてなす恩恵の気持ちをひととおり込めて歌わせれば、おだやかな人心を養うこ
とができるはずだ。
　『周礼』では毎年、四季ごとに人民を集めて法令を読み上げるとしているが、当時読
み上げたのがどんなものだったかはわからぬ。今、かりに孝悌忠信などに関する文章を
作り、半年とか三ヶ月に一度、都市や郷村で民衆を集めて読み上げ、それを解説して通
暁させる、そしてあちこちに白い壁を設けてこれを書きつけておけば、きっと役に立つ
に違いない。 （呉必大）
〔注〕
（ 1） 情文　　人々の感情と儀式。『礼記』三年問篇に「三年之喪、何也。曰、稱情而
立文」とあり、鄭注に「稱情而立文、稱人之情輕重而制其禮也」という。
（ 2） 節文　　節目をつけ、飾ること。洗練したものにすること。『礼記』坊記篇に「禮
者、因人之情而爲之節文」、『孟子』離婁篇上に「禮之實、節文斯二者是也」とあり、
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朱熹も『論語集注』学而篇第十二章で、礼について「禮者、天理之節文、人事之儀則」
と定義する。
（ 3） 等威　　身分や地位の違いにふさわしい威儀。『左伝』文公十五年「示有等威、
古之道也」、その杜預注に「等威、威儀之等差」という。
（ 4） 噍殺促數之音　　噍殺はせつなくて急な音声。『礼記』楽記篇に「其哀心感者、
其聲噍以殺」とあり、疏に「噍、踧急也。若外境痛苦則其心哀、哀感在心、故其聲必
踧急而速殺也」という。促
そくさく
數はつまって慌しい音声。柳宗元「序飲」（『柳宗元集』巻
二十四）に「有資絲竹金石之樂以爲和者、有以促數糺逖而爲密者」とある。
（ 5） 掌詞命之官　　辞令をつかさどる官。「詞命」については、『周礼』秋官大行人に
「協辭命」とあり、鄭注に、古いテキストでは「叶詞命」に作るという。ただしここ
では、宋代において詔勅（詞命）を作成した知制誥や直舎人などの官を念頭に置くか
もしれない。『宋史』職官志一・舎人参照。
（ 6） 周禮歳時屬民讀法　　『周礼』地官州長に「正月之吉、各屬其州之民而讀法」（正
月の吉に、各おの其の州の民を属
あつ
めて法を讀む）、「若以歳時祭祀州社、則屬其民而讀
法」（若し歳時を以て州社を祭祀すれば、則ち其の民を属めて法を讀む）とある。人
民を集めて法を読み上げることについては、同書地官の党正、族師、閭胥にも記事が
見える。
（ 7） 粉壁　　白い壁。当時、公廳（役所）の白壁に禁令を書き出し、人民に周知して
いたようである。そのことについては『語類』巻百八・論治道・21条に「又如孝弟忠
信、人倫日用間事、播爲樂章、使人歌之、倣周禮讀法、徧示郷村裏落、亦可代今粉壁
所書條禁」（Ⅶ・二六八三）と見える。
【 4】
　古禮於今實難行。嘗謂後世有大聖人者作、與他整理一番、令人甦醒、必不一一盡如古
人之繁、但放古之大意（1）。　義剛
〔校注〕
　※本条は楠本本巻八十四にはなし。
〔訳〕
　古礼は今ではまことに実行しがたい。以前いったように、今後偉大な聖人が現われて
礼をきれいに整理し、人をあっといわせてくれるだろうが、いちいち古人のやっていた
『朱子語類』巻第八十四　礼一　論考礼綱領（吾妻） 11
繁雑なやり方どおりにはせずに、ただ古代の精神にのっとろうとするに違いない。 
 （黄義剛）
〔注〕
（ 1） 本巻第 1条参照。
【 5】
　古禮難行。後世苟有作者（1）、必須酌古今之宜。若是古人如此繁縟（校1）、如何敎今人要
行得。古人上下習熟、不待家至戸曉、皆如飢食而渇飲（2）、略不見其爲難。本朝陸農師（3）
之徒、大抵説禮都要先求其義、豈知古人所以講明其義者。蓋縁其儀皆在、其具並存、耳
聞目見、無非是禮、所謂三千三百者（4）、較然可知。故於此論説其義、皆有據依。若是
如今古禮散失、百無一二存者、如何懸空於上面説義、是説得甚麼義。須是且將散失諸禮
錯綜參考、令節文度數一一著實、方可推明其義。若錯綜得實、其義亦不待説而自明矣。
賀孫
〔校注〕
（校 1） 「繁縟」、楠本本は「煩縟」。
〔訳〕
　古礼は実行しがたい。今後もし礼制を作る聖人が現われたら、きっと古今それぞれの
時代の適切な部分を斟酌するはずだ。昔の人がこんなに繁雑詳細であれば、今の人たち
に「やれ」などと言えるものでもあるまい。昔の人は上の者も下の者も礼に習熟してい
て、家々を訪ねて教え諭すようなこともなく、みんな「飢えた者は何でも食べ、喉が渇
いた者は何でも飲む」というぐあいに吸収し、難しいなどとは考えなかったのだ。本朝
の陸農師（陸佃）らは、礼はまずもってその道理を講求しなければならないなどといっ
ているが、古人のいう道理究明の方法を知らないといわなければならぬ。そもそも、礼
の威儀がすべてそなわり、器物がみんな揃い、聞くもの見るものすべてが礼ということ
になってはじめて「礼儀三百、威儀三千」というのがどういうものかわかる。だからそ
の段階で礼の道理を説くなら、すべて根拠があるわけだ。今みたいに古礼が散失して百
に一、二もないような状態だと、抽象的に上っ面だけで道理を説いたとしても、いった
い何の道理を説明できるというのかね。散失した諸礼を比較検討し、細部の作法やきま
りを一つ一つきちんと定めた上でないと礼の道理はわからぬ。もし比較したうえで確固
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としたものを作れれば、礼の道理もいちいち説明するまでもなく、おのずと明らかにな
る。 （葉賀孫）
〔注〕
（ 1） 作者　　制度を新たに作る者。聖人をいう。『礼記』楽記篇に「作者之謂聖」（作
者を之れ聖と謂う）とある。
（ 2） 飢食而渇飲　　『孟子』公孫丑篇上に「飢者易爲食、渴者易爲飲」（飢うる者は食
を為し易く、渴する者は飲を為し易し）とあるのによる。
（ 3） 陸農師　　陸佃、字は農師。山陰の人。王安石に経学を学んだが、新法には非協
力的だったとされる。礼家名数の学に詳しく、『礼象』十五巻を著わす。また『埤雅』
二十巻、『爾雅新義』二十巻、文集として『陶山集』十四巻が現存する。『宋史』巻
三百四十三、『学案』巻九十八、『補遺』巻九十八。
（ 4） 所謂三千三百者　　『礼記』中庸篇に「禮儀三百、威儀三千」とあるのによる。
同書礼器篇にも「經禮三百、曲禮三千」とある。礼儀（経礼）は儀礼の大綱、威儀（曲
礼）は儀礼のこまごまとした作法。
【 6】
　胡兄（1）問禮。曰「禮、時爲大（2）。有聖人者作、必將因今之禮而裁酌其中、取其簡易
易曉而可行、必不至復取古人繁縟之禮而施之於今也。古禮如此零碎繁冗、今豈可行、亦
且得隨時裁損爾。孔子從先進（3）、恐已有此意」。
　或曰「禮之所以亡、正以其太繁而難行耳」。曰「然。蘇子由古史（4）説忠質文處、亦有
此意。只是發揮不出、首尾不相照應。不知文字何故如此。其説云、自夏商周以來、人情
日趨於文、其終却云、今須復行夏商之質、乃可。夫人情日趨於文（校1）矣、安能復行夏商
之質乎。其意本欲如先進之説、但辭不足以達之耳」。　僩
〔校注〕
　※本条は楠本本巻八十四にはなし。
（校 1） 「日趨於文」、正中書局本・朝鮮整版はこの前に「既」の字あり。
〔訳〕
　胡兄が礼について質問した。答え、「『礼は、時を大なりと為す』というとおりで、聖
人が現われたとしても、必ずや今の礼にもとづいて適宜斟酌し、簡易でわかりやすく実
『朱子語類』巻第八十四　礼一　論考礼綱領（吾妻） 13
行しうるものを採用するはずだ。古人の繁雑な礼を復活させて今の時代に実施しような
んて決して考えないだろう。あんなに煩瑣な古礼を今実行できるはずもないわけだし、
ひとまずは時宜に沿って取捨選択するまでだ。孔子の『先進に従わん』という言葉には
すでにそんな意味が込められていたんじゃないかな」。
　或る人の質問、「礼が亡んだのは、あまりにも繁雑で実行しがたいためなのですね」。
答え、「そうだ。蘇子由（蘇轍）の『古史』の中で、忠・質・文を述べるくだりにもそ
んな考えが見える。ただ、その考えを展開できず、首尾がきちんと対応していない。ど
うしてこんな文章になったんだろう。彼は「夏殷周以来、世情は日々、装飾さに流れた」
といいながら、最後になって、「今は夏殷時代の質朴さを復活しなければならない」と
いっている。そもそも、世情が日々、装飾に流れているっていうのに、夏殷時代の質朴
さを復活できるはずもない。彼は孔子の“先進”の説に沿おうとしていたが、ただ文章
表現が十分意をつくしていない」。 （沈僩）
〔注〕
（ 1） 胡兄　　未詳。朱熹の門人に胡姓の人物は数名いるが、特定できない。胡泳の可
能性もある。ただし、『語類』巻八十九・喪・50条（Ⅵ・二三〇六）は本条と同じ沈
僩録であるが、そこでは胡泳を字の「伯量」で読んでいることから、本条にいう胡兄
は胡泳ではないらしい。なお、沈僩録で「胡兄」なる人物が登場する例がもう一つ、
『語類』巻九十・祭・54条（Ⅵ・二三〇六）にある。
（ 2） 禮、時爲大　　儀礼は時宜にかなうことが何よりも大切である。『礼記』礼器篇
の文。
（ 3） 孔子從先進　　『論語』先進篇に「子曰、先進於禮樂、野人也。後進於禮樂。君
子也。如用之、則吾從先進」とある。孔子はここで、装飾性の強い礼楽よりも、むし
ろ先進（先輩）たちの野卑な礼学に従いたいという。
（ 4） 蘇子由古史　　蘇轍『古史』巻五、周本紀の記述による。蘇轍は夏、商（殷）、
周の政治の特徴をそれぞれ忠、質、文の語で要約し、「自生民以來、天下未嘗一日而
不趨於文也」という。そして最後に「唐虞夏商の質」に従うべしとする「仁人君子」
の意見を紹介する。ただし、よく読むと、蘇轍自身はむしろそのような質に帰ろうと
する意見は時勢に逆行するものと見て反対している。朱熹のこの発言は、「仁人君子」
の発言を蘇轍自身の発言と誤解しているようである。なお、蘇轍はここで、「文」を
「萬物各おの其の理を得る」ことと説明しており、「文」概念に新しい解釈をほどこし
ている。
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【 7 】
　凶服古而吉服今、不相抵接（1）。釋奠（2）惟三獻法服、其餘皆今服（3）〔至錄云：「文質
之變相生」〕。百世以下有聖賢出、必不踏舊本子（4）、必須斬新別做。如周禮如此繁密、
必不可行。且以明堂位觀之（5）、周人每事皆添四重虞黻、不過是一水襜（校1）相似（6）。夏火、
殷藻、周龍章、皆重添去。若聖賢有作、必須簡易疏通、使見之而易知、推之而易行。
　蓋文質相生、秦漢初已自趣於質了（校2）。太史公（校3）董仲舒每欲改用夏之忠（7）、不知其
初蓋已是質也。國朝文德殿正衙常朝、升朝官已上皆排班、宰相押班、再拜而出時歸（8）、
班官甚苦之。其後遂廢（9）、致王樂道以此攻魏公、蓋以人情趨於簡便故也。　方子
〔校注〕
　※本条は楠本本巻八十四にはなし。
（校 1） 「襜」、もと「擔」に作る。正中書局本は「檐」。いま和刻本によって改めた。
（校 2） 「了」、正中書局本は「子」。
（校 3） 「太史公」、朝鮮整版は「大史公」。
〔訳〕
　凶服は昔ふうだが吉服は今ふうで、うまくかみ合っていない。釈奠は初献・亜献・終
献の三献を行なう献官だけが礼服をまとい、他はみな今の服装になっている〔楊至の記
録では、「文雅さと質朴さの変化は互いに入れ替わる」とする〕。はるか後世に聖人賢者
が現われても古いお手本には従わず、必ずばっさりと
0 0 0 0 0
新しいものを作るだろう。周の礼
なんかはこんなに繁雑細密で、実行するなんてとても無理だ。それに『礼記』の明堂位
篇を見ると、周人は事あるごとに四重の紋様の黻
ひざかけ
を使っている。これは水運びの時に使
う前掛けみたいなもので、「夏の火の紋様、殷の藻の紋様、周の龍の紋様」を全部描き
こんでいた。もしも聖人賢者が現われたら、必ずや簡易なかたちで疎通させ、見てわか
りやすく、実行しやすいものを作るに違いない。
　そもそも、文雅さと質朴さは交互に現われるもので、秦漢の初めはおのずと質朴さへ
と向かっていた。太史公（司馬遷）や董仲舒はきまって夏王朝の「忠」（質朴さ）を採
用しようとしたが、時代がとうに質朴さへと変わっていたのを知らなかったのだ。本朝
の文徳殿の正衙で行なわれる朝見では、升朝官以上がみなずらりと並び、宰相の指揮で
再拝して外に出るという時に宰相が家に帰ってしまい、並んでいた官僚たちはひどく困
ってしまった。その後、このやり方は廃れてしまい、王楽道（王陶）が魏公（韓琦）を
弾劾するような事態も起きたが、これは結局、世情が簡便に向かっているためだろう。 
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 （李方子）
〔注〕
（ 1） 凶服古而吉服今、不相抵接　　凶服は喪礼、すなわち葬儀や服喪の際に着る服。
吉服は主に祭祀の服。抵接は合致する、かみ合う。類似の語に抵當がある。『語類』
巻五十六に「仁者無敵、難做衆去抵當他」（Ⅳ・一三八二）。
（ 2） 釋奠　　孔子の祭り。『礼記』文王世子に「凡學、春官釋奠于其先師。秋冬亦如之。
凡始立學者、必釋奠于先聖先師、及行事必以幣」とある。
（ 3） 三獻　　初献・亜献・終献の三献。祭祀の際に酒を三度そなえる。
（ 4） 本子　　書物、もしくは手本、シナリオ。『語類』巻二十三に「子游見處高明、
而工夫則疏。子夏較謹守法度、依本子做」（Ⅱ・五六四）、巻百二十二に「陸氏之學雖
是偏、尚是要去做箇人。若永嘉永康之説、大不成學問、不知何故如此。他日用動靜
間、全是這箇本子」（Ⅷ・二九五七）とある。
（ 5） 明堂位觀之……　　黻
ふつ
は韍もしくは韠と同じで、膝を覆う前掛けのこと。ここの
発言は『礼記』明堂位篇に「有虞氏服韍。夏后氏山、殷火、周龍章」（有虞氏は韍を
服す。夏后氏は山、殷は火、周は龍章）とあるのによるが、夏が山ではなく火に、殷
が火ではなく藻になっている。明堂位篇の鄭注によれば、有虞氏（舜）が初めて韍を
作り、その後、夏の禹、殷の湯王、周がそれぞれ韍に紋様を加えた。夏は山の紋様、
殷は火の紋様、周は龍の紋様である。周の天子はこれらをすべて備える。したがっ
て、ここにいう「四重」とは、有虞氏、夏后氏、殷、周の紋様をいう。
（ 6） 襜　　韍・韠と同じく前掛けのこと。『爾雅』釈器に「衣、前を蔽う、之を襜
せん
と
謂う」とあり、郭璞注に「今の蔽膝なり」という。水襜については『考文解義』に「未
詳。或疑運水時所蔽之衣」とあり、ひとまずこれに従って、水を運ぶ時に使う前掛け
と見ておく。『語類』巻九十一にも「韠、以皮爲之、如今水檐相似」（Ⅵ・二三二八）
とある。
（ 7） 太史公董仲舒每欲改用夏之忠　　周礼の文（文飾、装飾）の弊害を救うために夏
礼の忠（忠実、質素）にもどるべきだという主張。司馬遷に関しては、『史記』高祖
本紀の太史公按語に「夏之政忠。忠之敝、小人以野、故殷人承之以敬。敬之敝、小人
以鬼、故周人承之以文。文之敝、小人以僿、故救僿莫若以忠」とある。董仲舒に関し
ては『漢書』董仲舒伝の対策に「夏上忠、殷上敬、周上文者、所繼之捄、當用此也。
孔子曰、殷因於夏禮、所損益可知也。周因於殷禮、所損益可知也。其或繼周者、雖百
世可知也」と見える。
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（ 8） 國朝文德殿正衙常朝……　　文徳殿は、正衙常朝すなわち臣下が毎日皇帝に朝見
する場所。『宋史』礼志十九「常朝儀」に「正衙常參。國朝之制、兩省・臺官・文武
百官每日赴文德殿立班、宰臣一員押班」とある。升朝官は陞朝官、朝官ともいう。常
朝に参列できる官僚をいう。
（ 9） 其後遂廢……　　ことの次第は『宋史』常朝儀、『語類』巻百二十八・本朝二・
法制・ 2条（Ⅷ・三〇六三）、巻九十一・雑儀・ 6条（Ⅵ・二三二五）に詳しい。そ
れによると、神宗の初め、宰相の韓琦は正衙常朝の指揮を行なわずに帰宅してしま
い、御史中丞の王陶によって弾劾された。
【 8】
　「聖人有作（校1）、古禮未必盡用、須別有箇措置。視許多瑣細制度（校2）、皆若具文（校3）（1）、
且是要理會大本大原。曾子臨死丁寧説（校4）『君子所貴乎道者三。動容貌、斯遠暴慢矣。
正顏色、斯近信矣。出辭氣、斯遠鄙倍矣。籩豆之事、則有司存（2）』。上許多正是大本大
原（3）。如今所理會許多、正是籩豆之事。曾子臨死、敎人不要去理會這箇。『夫子焉不學、
而亦何常師之有（4）』、非是孔子、如何盡做這事。到孟子已是不説到細碎上（校5）、只説（校6）
『諸侯之禮、吾未之學也（5）。吾嘗聞之矣、三年之喪（校7）、齊疏之服、饘粥之食、自天子
達於庶人』。這三項便是大原大本。又如説井田（6）、也不曾見周禮、只據詩裏説『雨我公
田、遂及我私』、『由此觀之、雖周（校8）亦助也』、只用詩意帶將去（校9）。後面却（校10）説『鄉
田同井、出入相友、守望相助、疾病相扶持』、 『八家皆私百畝（校11）、同養公田』。只説這
幾句（校12）、是多少好。這也是大原大本處。看孟子不去理會許多細碎、只理會許多大原大
本」。
　又曰「理會周禮、非位至宰相、不能行其事。自一介論之、更自遠在、且要就切實理會
受用處。若做到宰相、亦須上遇文武之君（校13）、始可（校14）得行其志」。
　又曰「且如孫呉專説用兵、如他説也有箇本原。如説『一曰道。道者（校15）、與上同意、
可與之死、可與之生（7）』、『有道之主、將用其民、先和而後造大事（8）』。若使不合於道理、
不和於人神（9）、雖有必勝之法、無所用之」。
　問器遠（10）、「昨日又得書、説得大綱也是如此。只是某看仙郷爲學（11）、一言以蔽之、
只是説得都似。須是理會到十分是、始得。如人射（校16）一般、須是要中紅心（12）。如今直
要中的、少間猶且不會中的。若只要中帖、只會中垛（13）、少間都是胡亂發、枉了氣力。
二百步外（校17）、若不曾中的、只是枉矢（校18）。如今（校19）且要分別是非、是底直是是、非
底直是非、少間做出便會是。若依稀（14）底也喚作是便了、下梢只是非。須是要做第一等
人。若決是要做第一等人、若才力不逮、也只做得第四五等人。今合下便要做第四五等
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人、説道就他才地（15）如此、下梢成甚麼物事」。
　又曰「須是先理會本領（16）端正、其餘事物漸漸理會到上面。若不理會本領了、假饒你
百靈百會（17）、若有些子私意、便粉碎了。只是這私意如何卒急除得。如顏子天資（校20）如
此、孔子也只敎他『克己復禮（18）』。其餘弟子、告之雖不同、莫不以此意望之。公書所説
冉求仲由、當初他是（校21）只要做到如此。聖人敎由求之徒、莫不以曾顏望之、無奈何他
才質只做到這裏。如『可使治其賦』、『可使爲之宰（19）』、他當初也不止是要恁地（校22）」。
　又曰「胡氏開治事齋（校23）（20）、亦非獨只理會這些。如所謂『頭容直、足容重、手容
恭（21）』、許多説話都是本原」。
　又曰「君擧所説、某非謂其理會不是、只不是次序（22）。如莊子云（23）『語道非其序、則
非道也』、自説得好（校24）。如今人須是（校25）理會身心。如一片地相似、須是用力仔
細（校26）開墾。未能如此、只管説種東種西、其實種得甚麼物事」。又曰「某嘗説佛老也自
有快活得人處（24）、是那裏。只緣他打併得心下淨潔（25）。所以本朝如李文靖（26）王文
正（校27）（27）楊文公（28）劉元城（29）呂申公（30）都是恁麼地人、也都去學他（校28）」。
　又曰「論來那樣事不著理會。若本領是了、少間如兩漢之所以盛是如何、所以衰是如何、
三國分併是如何、唐初間如何興起、後來如何衰、以至於本朝大綱、自可理會。若有工
夫（31）、更就裏面看。若更有工夫、就裏面討些光采、更好。某之諸生、度得他脚手（32）、
也未可與拈盡許多、只是且敎他就切身處理會。如讀虞夏商周之書、許多聖人亦有説賞
罰、亦有説兵刑、只是這箇不是本領」。
　問「封建、周禮説公五百里（33）、孟子説百里（34）、如何不同」。曰「看漢儒注書、於不
通處、即説道這是夏商之制、大抵且要賴將去（35）。若將這説來看二項、却怕孟子説是。
夏商之制、孟子不詳考、亦只説『嘗聞其略也（36）』。若夏商時諸處廣闊、人各自聚爲一國、
其大者止百里、故禹合諸侯、執玉帛者萬國（37）。到周時、漸漸吞并、地里只管添、國數
只管少。到周時只千八百國（38）、較之萬國、五分已滅了（校29）四分已上、此時諸國已自大
了。到得封諸公、非五百里不得。如周公封魯七百里（39）、蓋欲優於其他諸公。如左氏説
云、大國多兼數圻（40）、也是如此。後來只管併來併去、到周衰、便制他不得、也是尾大
了。到孟子時、只有七國。這是事勢（41）必到這裏、雖有大聖大智、亦不能遏其衝。今人
只説漢封諸侯王土地太過、看來不如此不得。初間高祖定天下、不能得韓彭英盧許多人來
使、所得地又未定是我底。當時要殺項羽、若有人説道『中分天下與我、我便與你殺項
羽』、也沒奈何與他。到少間封自子弟、也自要狹小不得、須是敎當得許多異姓過」。
　又曰「公今且收拾這心下、勿爲事物所勝。且如一日全不得去講明道理、不得讀書、只
去應事、也須使這心常常在這裏。若不先去理會得這本領、只要去就事上理會、雖是理會
得許多骨董（42）、只是添得許多雜亂、只是添得許多驕吝。某這説的、定是恁地、雖孔子
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復生、不能易其説、這道理只一而已（校30）」。
〔校注〕
（校 1） 「聖人有作」、楠本本は「若聖人有作」。
（校 2） 「視許多瑣細制度」の前に楠本本は「若聖人有作」とある。
（校 3） 「皆若具文」、楠本本なし。
（校 4） 「説」、楠本本は「説及」。
（校 5） 「細碎上」、楠本本は「這細碎上」。
（校 6） 「只説」、楠本本は「答滕文公喪禮、只説」。
（校 7） 「三年之喪」、楠本本なし。
（校 8） 「周」、楠本本は「同」。
（校 9） 「只用詩意帶將去」、楠本本はこの前に「這是不曾識周禮」とある。
（校10） 「却」、楠本本は「都」。
（校11） 「八家皆私百畝」、楠本本はこの前に「井九百畝、其中爲公田」とある。
（校12） 「只説這幾句」、楠本本は「説井田、只説這幾句」。
（校13） 「君」、楠本本は「居」。
（校14） 「可」、楠本本は「可以」。
（校15） 「道者」、朝鮮整版考異に「者下恐脱令民」という。
（校16） 「人射」、楠本本は「入射」。
（校17） 「二百步外」、もと「三百步外」に作るが、劉氏伝経堂本、楠本本、正中書局本、
朝鮮整版、和刻本いずれも「二百步外」に作る。いま、これに従って改めた。中華書
局本の誤植であろう。
（校18） 「枉矢」、楠本本・正中書局本・和刻本は「狂矢」。朝鮮整版考異にも「枉、一
作狂」という。
（校19） 「如今」、もと「知今」に作るが、劉氏伝経堂本・楠本本・正中書局本・朝鮮整
版・和刻本いずれも「如今」に作る。いま、これに従って改めた。中華書局本の誤植
である。
（校20） 「天資」、楠本本・正中書局本は「天姿」。
（校21） 「他是」、楠本本は「他這是」。
（校22） 「恁地」、楠本本は「恁他」。
（校23） もと「治道齋」に作るが、朝鮮整版は「治事齋」。いま、これに従う。注（20）
参照。
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（校24） 「自説得好」、楠本本は「他這説、自説得好」。
（校25） 「須是」、楠本本は「且須是」。
（校26） 「仔細」、楠本本・正中書局本・朝鮮整版は「子細」。
（校27） 「李文靖王文正」、楠本本は「李文靖公王文正公」。
（校28） 「也都去學他」、楠本本ではこのあと「又曰、論來趨於簡便故也　方子」とあり、
本条は終了する。これによれば、ここまでの記録者は李方子。
（校29） 「已滅了」、正中書局本・朝鮮整版・和刻本は「已減了」。
（校30） 「這道理只一而已」、正中書局本・朝鮮整版・和刻本はこのあと、本条全体の記
録者として「賀孫」の名を記す。
〔訳〕
　聖人が現われたとしても、古礼のすべては用いず、きっと別の措置をとるだろう。い
ろんな煩瑣な制度を見ると、まるで空文みたいなものだから、まずはその根本にとりく
まなくてはならぬ。曾子は臨終に際して、「君子の道に貴ぶ所の者は三。容貌を動かし
ては斯
ここ
に暴慢に遠ざかる。顔色を正しては斯に信に近づく。辞気を出だしては斯に鄙倍
に遠ざかる。籩
へん
豆
とう
の事は則ち有司存す」と念入りに遺言したが、こういったことがまさ
に根本だ。今、人がとりくんでいるいろんなことは、ほかでもない「籩豆の事」だ。曾
子は亡くなる時、そんなことにかまう必要はないと教えたのだ。「夫子焉
なに
をにか学ばざ
らん。而して亦た何の常師か之れ有らん」で、孔子でなければ、どうしてそんなことま
でやりおおせよう。孟子になると、もはや細事については説かず、ただ「諸侯の礼は、
吾れ未だ之を学ばざるなり。吾れ嘗て之を聞けり、『三年の喪（校7）、斉
し そ
疏の服、饘
せん
粥
しゅく
の
食は、天子より庶人に達す』と」といっている。この三つこそが根本なわけだ。また、
井田に関する説なんかも、周の礼を実際に見たんじゃなく、ただ『詩経』の中で「我が
公田に雨ふり、遂に我が私に及ぶ」とあることから、「此に由りて之を観れば、周と雖
も亦た助するなり」と、ただ『詩経』の意にもとづいて敷衍している。あとの方で今度
は「郷田、井を同じくし、出入相い友とし、守望相い助け、疾病相い扶持す」、「八家皆
な百畝を私
わたくし
し、同じく公田を養う」といっている。こういった数語だけでもいかに見事
なことか。これもまた根本的なところだ。孟子がいろんな煩瑣なことを気にかけず、い
ろんな根本的事柄にとりくんできたことを見るがよい。
　またいう、「『周礼』にとりくむなら、宰相の地位に昇らなければその内容は実行でき
ない。一介の人間の立場からはひどく遠いから、まずは切実に対応できるところからと
りくむ必要がある。もし宰相になれたら、今度は周の文王や武王のような君主にめぐり
東アジア文化交渉研究　別冊 520
合えなければその志は実現できぬ」。
　またいう、「孫子や呉子なんかはもっぱら用兵について述べているが、その説にも根
本的なものがある。たとえば『一に曰く道。道とは、上と意を同じくし、之と死すべく、
之と生くべし』、『有道の主は、将
まさ
に其の民を用いんとするに、先ず和して而る後に大事
を造
な
す』などがそうだ。道理に合わず、人と神が調和しなければ、必勝の方法があって
も役にたたないわけだ」。
　曹器遠に尋ねた、「昨日も手紙を受け取ったが、大綱に関する説もこんなふうだった
ね。ただ、私の見るところ、君の所の学問は、一言でいえば、みんなもっともらしい
0 0 0 0 0 0 0
話
ばかりだ。やはり十分正確なところまでとりくまなくちゃいかん。人が弓を射るのと同
じで、的
まと
の紅い中心に当てなければならぬ。今、的中させたいとただ願っても、まず当
たるまい。まわりの帖に当てればいいとなると、今度は垛
あづち
にしか当たらず、しばらくの
間、でたらめに射るだけでムダ骨になる。二百歩も離れたところにいて全然的中しない
なら、矢がムダになってしまうのだ。いま、是と非を見分けたければ、是はただ是、非
はただ非だ。そうしてしばらくやっているうちに正しくなる。もしも似かよったものも
是と見なすならそれでおしまい、結局は非でしかない。ぜひとも一番の人間になろうと
しなければいかん。絶対に一番の人間になるんだと思えば、かりに才能や力量が足りな
くても、四番目、五番目の人間にはなれよう。いま、あっさり四番目、五番目の人間に
なろうと思い、自分の才能はこんなものだといったら、最後はいったいどんなシロモノ
になることだろう」。
　またいう、「まず本質を正しく理解する必要がある。そうすれば、ほかのこともだん
だん上の段階へと理解できる。もし本質をはずせば、全身全霊を傾けたとしても、私意
が混じったとたんバラバラに砕けてしまう。ただ、この私意はどうして即座に除去でき
よう。たとえば顔子はあんなに才能豊かだったが、孔子は『克己復礼』だけを教えた。
ほかの弟子に対しては、説き方は違うが、やはりそうした気持ちで期待した。そなたの
手紙にいう冉求や仲由だが、当初は彼らにもそこ（克己復礼）まで行ってほしいと考え
た。聖人孔子は冉求や仲由にも、曾子や顔子みたいになってほしいと期待していたの
だ。いかんせん、彼らの資質ではあそこまでしかいかなかった。『其の賦を治めしむべ
し』（諸侯の国の軍賦を差配することができる）、『之が宰たらしむべし』（重臣の家の長
官にすることができる）といってはいるが、当初からそうなってほしいと考えたわけじ
ゃなかった」。
　またいう、「胡氏（胡瑗）は治事斎を開いたが、政事だけにとりくんだわけではない。
『頭の容は直し、足の容は重し、手の容は恭し』などの多くの発言はみな根本だ」。
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　またいう、「君挙（陳傅良）の説だが、私は彼の理解が間違っているとは思わないが、
ただ順序がおかしい。荘子に『道を語りて其の序に非ざる者は、道に非ざるなり』（道
を語りながら順序だてられなければ、道とはいえない）とはよくいったものだ。いま人
は、自己の身心にとりくまなければならない。田畑みたいに、努力してきめ細かに開墾
しなければならん。それができないうちから、あちこちに種を播くなんて騒ぎ立てたと
ころで、いったい何が栽培できるというのかね」。
　またいう、「私は以前、仏教や老荘の思想にも人をすかっと
0 0 0 0
させるところがあるとい
ったが、それはどこかというと、仏教や老荘では心の底をまるごと清浄にするからだ。
だから、本朝の李文靖、王文正、楊文公、劉元城、呂申公なんかはみなそうした人物
で、みんなこれを学んだ」。
　またいう、「考えてみればこういったことに取り組む必要はない。本質をちゃんと理
解していれば、両漢が隆盛したのはなぜか、衰えたのはなぜか、三国の分裂と統一がど
ういうことか、唐は初めどんなふうに興ったのか、その後どんなふうに衰えたのかとい
ったことから、本朝の大まかな歴史まで、じきに納得できるようになる。もし時間があ
れば、事柄の内面を観察してみよ。さらに時間があれば、内面において精彩ある何かを
つかまえるともっといい。わしの門人たちの場合、その技量を見ると、いくらも提示し
てやれぬ。ただ、ひとまずは自分に切実なものに取り組ませるまでだ。『尚書』の虞夏
商周の部分なんかを読むと、多くの聖人が賞罰を説いたり、兵刑を説いたりしているの
だが、それらは本質ではない」。
　質問、「封建に関して、『周礼』では公は五百里四方といい、孟子は百里四方といって
いますが、なぜ違うのでしょう」。答え、「漢儒の注釈を見ると、通じないところはすぐ
夏や殷の制度だといって、たいていはいいかげんに済まそうとしている。彼らの解釈に
もとづいて両説を見ると、孟子の説の方が正しくなってしまう。夏・殷の制度を孟子は
詳しく知らず、『嘗て其の略を聞けり』としかいっていない。夏・殷の時代なんかは、
どこもみな広々としていて、人はおのおの一ヵ所に固まって国を作っていた。大きな国
でも百里四方にすぎなかった。そこで禹は諸侯を糾合したわけだが、玉帛を有する国は
一万国にのぼった。周の時代になると、それらは併合され、領域はどんどん広くなり、
国の数はどんどん少なくなった。周の時代には千八百国だけになったから、一万国の時
に比べて五分の四以上が消滅した。この頃、諸国は広大になっていた。諸公を封建する
のに五百里四方はなくてはならなくなっていたのだ。周公が魯の七百里四方に封ぜられ
たのなどは、たぶん他の諸公よりも優遇するためだったのだろう。『左伝』に『大国は
数千里もの領域を兼ね有している』とあるのもそういったことだ。その後、ひたすら併
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合を繰り返し、周の末期になるともはや制御しきれなくなった。下克上というやつだ。
孟子の時代になると、もう七国しか存在しない。これは時勢の赴くところ、そうならざ
るを得なかったもので、大聖人や大智者でもこの流れを止めることはできなかったろ
う。今の人らは、漢が諸侯王を封建した時、その土地があまりに広すぎたなんてばかり
いっているが、やはりそうせざるを得なかったに違いない。初め高祖が天下を統一した
時、韓信・彭越・英布・盧綰といった者たちを使いこなせず、また獲得した土地も高祖
自身のものでは必ずしもなかった。その時は項羽を殺さなければならなかったが、『天
下の半分を与えてくれれば、お前のために項羽を殺してやろう』という人がいても、拒
否することなんてできなかっただろう。しばらくして高祖は自分の子弟を各地に封じた
が、これまた狭くできず、いろんな異姓の家臣にも大国を割り当てなければならなかっ
た」。
　またいう、「そなたは今、まずは自分の心をつなぎとめ、事物に支配されないように
せよ。たとえば一日中まったく道理を見きわめることも読書することもできず、仕事の
対応に追われていたにしても、わが心を常にしっかり保っておかなければならぬ。もし
最初からこの本質をはずしたままでただ物事を処理しようとすれば、いろんな雑多なこ
とは処理できたとしても、結局はガラクタを増やし、うぬぼれを助長させるだけにな
る。わしのいうことに間違いはない。孔子が生き返ったとしても、この考え方を変える
ことはできぬ。これに関して原則は一つしかないからだ」。
〔注〕
（ 1） 具文　　実質を伴わないうわべだけの文章、または形式。『史記』巻百二・張釈
之伝「其敝徒文具耳、無惻隱之實」の索隠に「謂空具其文而無其實也」とある。
（ 2） 曾子臨死……　　『論語』泰伯篇。籩豆は供物を盛る祭器。礼においては容貌や
顔つき、言葉遣いが大切であって、祭器の準備などは専門の役人に任せるのがよい、
の意。『論語集注』にも「若夫籩豆之事、器數之末、道之全體固無不該、然其分則有
司之守而非君子之所重矣」という。
（ 3） 大本大原　　『漢書』巻五十六・董仲舒伝「道之大原出於天、天不變、道亦不變」。
『中庸』第一章「中也者、天下之大本也」。
（ 4） 夫子焉不學、而亦何常師之有……　　 『論語』子張篇の語。
（ 5） 諸侯之禮、吾未之學也……　　『孟子』滕文公篇上の語。「三年の喪」は父母や夫、
長子に対する喪。「斉疏の服」は斬衰、斉
し
衰
さい
などの粗末な喪服。疏は粗（『孟子集注』）。
「饘粥の食」の饘は濃いかゆ、粥は薄いかゆ。いずれも喪に服している時の粗末な食
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事をいう。
（ 6） 又如説井田……　　「雨我公田、遂及我私」は『詩経』小雅・大田篇の句。孟子
の語は『孟子』滕文公篇上に見える。一里四方の田地を井の字型に区切り、各区画を
百畝とする。周りの区画は八家にそれぞれ私田として分かち与え、中央の一区画を公
田とする。助は助法で井田法のこと。中央の公田を八家共同で助け耕すのでこうい
う。
（ 7） 一曰道……　　『孫子』始計篇。原文は「一曰道、二曰天、三曰地、四曰將、五
曰法。道者、令民與上同意、可與之死、可與之生、而不畏危也」。
（ 8） 有道之主……　　『呉子』図国篇。
（ 9） 不和於人神　　人と神の調和については、『尚書』舜典に「八音克諧、無相奪倫、
神人以和」とある。
（10） 器遠　　曹叔遠。永嘉の人で、事功学派の陳傅良に学び、のち晩年の朱熹に師事
した。この問答は彼が朱熹に師事した当初の頃ものものであろう。『宋史』巻
四百十六、『学案』巻五十、『学案補遺』巻五十三。以下、本条の問答は自己修養を軽
視し、実際的効果を優先しようとする事功学派の観点をたしなめる内容となってい
る。卷
（11） 仙郷　　相手の住む土地をいう雅語。『語類』巻百十四・訓門人二・23条「賀孫
請問、語聲末後低、先生不聞。因云、公仙郷人何故聲氣都恁地。說得箇起頭、後面懶
將去」（Ⅶ・二七六〇）、『五灯会元』巻十八・九仙法清禅師、「侍郎曾公開問曰、上座
仙郷甚處。曰、嚴州」。ここでいう「仙郷爲學」は要するに陳傅良の学問を指す。
（12） 如人射一般、須是要中紅心　　的を射る喩えはほかにも見える。『語類』巻九・
論知行・39条「人爲學、須是要知箇是處、千定萬定。……且如人學射、若志在紅心上、
少間有時只射得那帖上。志在帖上、少間有時只射得那垛上、志在垛上、少間都射在別
處去了」（Ⅰ・一五四）、巻六十二・中庸一・第一章・87条「如人射箭、期於中紅心、
射在貼上亦可謂中、終不若他射中紅心者」（Ⅳ・一五一二）。
（13） 若只要中帖、只會中垛　　帖（貼）は的の赤い中心のまわりの部分、垛は的の背
後の盛り土、あづち。前注（12）参照。
（14） 依稀　　畳韻のオノマトペ。なんとなく似ているさまをいう。
（15） 才地　　「才地兼美」（『隋書』百官志上）のように、才能と地位をいう場合もあ
るが、ここではあとにいう「才質」と同じで、才能の意味であろう。
（16） 本領　　根幹、本質。『語類』巻十二・持守・81条「人之爲學、千頭萬緒、豈可
無本領」（Ⅰ・二〇九）、巻二十二・ 論語四・学而篇・礼之用和為貴章・21条「這心
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是箇道之本領」（Ⅱ・五一八）。
（17） 你百靈百會　　百靈はふつうあまたの神霊、よろずの神の意味だが、ここでは人
間の精神の霊妙さをいうと思われる。会は集めるの意だろう。
（18） 克己復禮　　『論語』顔淵篇。朱熹の場合、「己に克つ」とは私欲・私意にうち勝
つことを意味する。当該章の『論語集注』に「克、勝也。己、謂身之私欲也」という。
（19） 可使治其賦……　　『論語』公冶長篇に、仲由（子路）と冉求（冉有）につき、「由
也、千乘之國、可使治其賦也。不知其仁也」、「求也、千室之邑、百乘之家、可使爲之
宰也。不知其仁也」という。
（20） 治事齋　　北宋の胡瑗は、湖州州学および太学で経義斎・治事斎という二つの学
舎を立てて学生を指導した。経義斎では経学を、治事斎では政事を教えた。『宋史』
選挙志三に、胡瑗につき「立經義・治事齋、以敦實學」といい、『宋名臣言行録』前
集巻十・胡瑗章に引く『家塾記』に「經義齋者、擇疏通有器局者居之。治事齋者、人
各治一事、又兼一事、如邊防水利之類」という。
（21） 頭容直……　　もと『礼記』玉藻篇の語。胡瑗の弟子の徐積は、初めて胡瑗に面
会した時、頭の向きが傾いていたのを「頭の容、直なれ」（頭を真っ直ぐに向けよ）
と大声で叱られたと伝えている（『呂氏童蒙訓』巻上、また『宋名臣言行録』後集巻
十四・徐積）。
（22） 君擧所説　　朱熹によれば、陳傅良ら事功学派は自己修養をおろそかにして政事
を優先させるという欠点があるという。そのことは『語類』巻七十三・易九・鼎・ 2
条（Ⅴ・一八四八）でも、陳傅良ら「浙中」の学者が「先後緩急之序」を無視してい
るとし、「今未曾理會得正心、修身、便先要治國、平天下。未曾理會自己上事業、便
先要開物成務、都倒了」といわれている。
（23） 如莊子云　　『荘子』天道篇の語。
（24） 快活　　滞りがなく活き活きとしていること。すかっとしていること。『語類』
巻六十二・中庸一・第一章・29条に「似他佛家者雖是無道理、然他却一生受用、一生
快活、便是他就這形而下者之中、理會得似那形而上者」（Ⅳ・一四九七）といい、巻
百二十六・釈氏・87条に「禪學一喝一棒、都掀翻了、也是快活」という。
（25） 只緣他打併得心下淨潔　　『語類』巻百二十六・釈氏・52条にも「佛氏磨擦得這
心極精細」（仏教ではこの心を、きわめて精細に磨きこんでいく）とある。
（26） 李文靖　　李沆（九四七-一〇〇四）。『語類』巻四十九・ 論語子張篇・雖小道必
有可観章・ 2条（Ⅳ・一二〇〇）に「本朝李文靖、便是以釋氏之學致治」とある。『宋
史』巻二百八十二。
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（27） 王文正　　王旦（九五七～一〇一七）、王曾（九七八～一〇三八）のどちらか未詳。
王旦は、字は子明、大名莘県の人。『宋史』巻二百八十二。王曾は、字は孝先、青州
益都の人、『宋史』巻三百十。
（28） 楊文公　　楊億（九七四～一〇二〇）、字は大年、諡は文。仏教への傾倒ぶりは
『宋史』巻三百五の本伝にも「留心釋典禪觀之學」と述べられる。
（29） 劉元城　　劉安世（一〇四八～一一二五）、司馬光門人。字は器之、大名の人。
『宋史』巻三百四十五、『学案』巻二十、『学案補遺』巻二十。
（30） 呂申公　　呂公著（一〇一八～一〇八九）、字は晦叔、寿州の人、申国公に封ぜ
らる。『宋史』巻三百三十六、『学案』巻十九、『学案補遺』巻十九。『却掃編』巻上に
「呂申公素喜釋氏之學。及爲相、務簡靜、罕與士大夫接、惟能談禪者多得從容」とあ
る。
（31） 工夫　　工夫の語は修養・実践を指す場合が多いが、この場合は時間の意であろ
う。この用例はわりあい古くからあり、『抱朴子』閲覧篇に「藝文不貴、徒消工夫」
という。
（32） 脚手　　手だて、腕前、技量。「手脚」に同じ。『語類』巻五三・孟子三・公孫丑
上之下・人皆有不忍人之心章・ 9条に「方其乍見孺子入井時、也著脚手不得」（Ⅳ・
一二八一）とある。
（33） 周禮説公五百里　　『周礼』地官大司徒に「諸公之地、封疆方五百里」とある。
（34） 孟子説百里　　『孟子』万章篇下に、周の制度として「公侯皆方百里」と述べる。
（35） 賴將去　　賴はごまかすこと。『語類』巻四二・論語二十四・顔淵篇下・哀公問
於有若章・ 3条（Ⅲ・一〇八五）に「當初經總制錢、本是朝廷去賴取百姓底、州郡又
去瞞經總制錢、都不成模樣」と、「賴取」および「去瞞」を同義で使っている。
（36） 嘗聞其略也　　『孟子』万章篇下。
（37） 故禹合諸侯……　　『左伝』哀公七年に「禹合諸侯於塗山、執玉帛者萬國。今其
存者、無數十焉」とあるのによる。玉帛は諸侯の地位を象徴する。
（38） 到周時只千八百國　　『漢書』地理志上に、周時代の国について「蓋千八百國」と
いうのによる。
（39） 如周公封魯七百里　　『礼記』明堂位篇に「成王以周公爲有勳勞於天下。是以封
周公於曲阜、地方七百里」という。
（40） 多兼數圻　　『左伝』襄公二十五年に、春秋時代のこととして「今大國多數圻矣」
という。圻は千里四方をいう。
（41） 事勢　　事勢は歴史それ自体に内在する法則、傾向性をいう語としてよく用いら
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れる。三浦國雄『「朱子語類」抄』四九五頁を見られたい。
（42） 骨董　　雑多な事物、まとまりのない知識。『語類』巻三十六・論語十八・子罕
篇上・ 3条（Ⅲ・九五八）にも「聖人自是多能。今若只去學多能、則只是一箇雜骨董
底人。所以說、『君子多乎哉、不多也』」とある。
 （以上、吾妻重二）
